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はじめに

 ビルマ語では、動詞が文末以外の位置に現れる際には、文末に位置す る主文の動

詞 に対 して どの ような関係 をとるか を表す何 らかの標識 を伴 うのが普通 である。

(1)aye'txau'-pi:zaga:pyo:^te」 酒 を飲 んで話 をした。

   酒 飲 むSCM 言 葉 話 すVSM

(2)kan_kaun:―lou.珮a―me i.^phu:ll運 良 く忘 れ な か った 。

   運 良 いSCM NEG忘 れ るVSM

(3)yei_ chou:―lou. wa.^pi_-1a:1 充 分 水 浴 び した か 。

   水 浴 び るSC皿 満 足 す るVSM〈 疑 問 〉

(4)si'.pi:― ㎞a. txwa:-ya.^te_II戦 争 が終 わ っ て よ う や く行 く こ とが

  戦 争 終 わ るSCM 行 く VMD VSM で き た 。

(5)barna_txamain:txin_^phou.  la_^teー1 ビ ル マ史 を学 び に来 た 。

   ビ ル マ 史  学 ぶ … す るた め 来 るVSM

 しか し、あ る場合 には、2つ あるいはそれ以上の動詞が、 その間の関係 を示す標

識 を介す るこ とな く配 列 され る。

(6)ma.㎎wei―ma。 thamin:che'―sa:Ate」 マ ・ン グウェマが御飯 を作 って

   (人 名)   御 飯  炊 く 食 べ るVSM 食 べ た 。

(7)apo_da'-ka. shin:-la_Ate」 上 の 階か ら降 りて き た 。

  上 の 階SRC降 り る 来 るVSM

(8)thamin:sa:―pi:^pi」 御 飯 を食 べ終 わ った 。

   御 飯 食 べ る 終 わ るVSM

(9)khana. pha'-ci.^te」1 ち ょ っ と読 ん でみ た 。

  ち ょ っ と 読 む 〈試行>VSM

(10)㎞a-zaga:^kou_she'-txin_^te」 ― ビル マ 語 を引 続 き勉 強 した 。

   ビル マ語 OBJ続 け て 学 ぶVSM

(11)txu_se'bein:si:^ta'-te」 彼 は 自転 車 に 乗 る こ とが で き る 。

   彼  自転車 乗 る〈能力>VSM

(12)nyi_^kou― alou'10u'-khain:^te-ll弟 に仕事 を させた。

   弟 OBJ 仕事 す る く使役>VSM

(6)一(12)に 挙げた ような動詞配列は、次の2つ の点か ら見て興味深 い。第1に 、
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このような形式は動詞間の関係を明示 しないために様々な意味のバラエティーを示

す ということ。第2に 、これらの形式ではユ動詞句中に2つ の動詞があるわけだが、

その場合、個々の動詞の持つ語彙的要求、とりわけ項支配の要求が、動詞句全般が

満たすべき要求 と両立しなければならないということである。

 動詞配列の中には、そのうち一方の要素が単独の用法 とは異なった意味や機能を

示 す場合があるが、そのような場合にも動詞句全般に対する要求は満たされている

のであり、また逆に、動詞句に対する要求を満たすような形でしか意味の変化は起

こらない。それゆえ、上の2つ の点は互いに関連 しあっていると言えよう。

 本稿では、この2つ の点のうち特に後者に着 目しつつ、ビルマ語の動詞配列全般

の記述を試みる。

1.ビ ルマ語の動詞文の構造

まず最初に、ビルマ語の動詞文の構造について概観 しておく。D

ビルマ語の動詞文の構造の基本形式は、動詞に1つ ないしは複数の名詞句が先行

し、動詞の後に文全体の法を担う助辞(法 標識)2)の 付加されたものである。しば

しば主動詞に後続 しこれを修飾する助辞(動 詞修飾素)を 伴う。否定の形式におい

ては前接辞ﾘ-が 用 いられる。また、法標識の前後には、丁寧 ・疑問 ・確信 ・念押

しなどの語調を表 したり、法標識の表す法の意昧に修飾を加える助辞(文 修飾素)

が置かれることもある。動詞に先行する名詞句の後には、動詞との関係を示すため

の助辞(格 標識)か 特殊な意味役割を表示する名詞的表現(特 殊補語名詞)が 付加

され、さらにその後に、主として談話的な情報 を担うと考え られる助辞(補 語修飾

素)が 付加されることもある。以上をまとめると(13)の ようになる。

(13)

NPI」SCN}(-CMD)NP2SSC
N}(-CMD)…(NEG-)V(-VMD)(-SMDp)-MM(-SMDf)

NP:名 詞句

CM:格 標識

SCN:特 殊補 語名詞

CMD:補 語修 飾素

NEG:否 定前 接辞(ma.一)

v:動 詞

VMD:動 詞修飾 素

㎜:法 標 識

SMDp:文 修飾 素(皿 に先行)

SMDf:文 修飾 素(測 に後続)

 関係表示付 きの名詞句 を総称 して名詞句補 語(Noun Phrase CoMPLement)と 呼ぶ。

名 詞的補語 の うちで動詞 の表す事象の解釈のため に不可欠 な意味役割 を持っ もの を

特 に項(ARGument)と 呼び 、そうでない付加的補語 と区別す る。格標識 を伴 う名詞的
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補 語が常 に項 であ るとは限 らず、特 殊補語名詞 を伴 う名詞 的補語が常 に付加的であ

る とも言 えな い。項の うちで、格標識一〇を取 るものだ けはその意味 役割 が一定でな

い。-oを 持つ このよ うな項の うち、格標識一〇が一ka./-ha ― と交替 し得るもの を、特

に主語項 と呼'S『。3)主 語項以外の項 を総称 して非主語項 と呼ぶ。

⑭ ㎜=NP-CM(-CMD)

NP-SCN(-CMD)NPCMPL::播ll; 

 動詞修飾素 を伴 った動詞を動詞述部(Verb PREDicate)と 、項 を伴 った動 詞述部 を

動詞句(Verb Phrase)と 、そ して法標識(お よび文修 飾素)を 伴 った動詞 句を動詞

文(Verb Sentence)と 、それぞれ呼 ぶことにず る。4)

(15) NPCMPLI (NPCMPL2… ) (NEG-)V(-VMD)(-SMDp)-MM(-SMDf)

               LVPRED 」

!        VP         ―

I             VS               l

 動詞述部が常 に1つ の動詞 しか含まないかというとそうではない。動詞述部が連

続する複数の動詞を含む場合、この複数の動詞の列を動詞配列と名付ける。これに

対 し、動詞述部が1つ の動詞 しか合まない場合、この動詞 を単純動詞 と呼ぶことに

する。

 なお、以下の部分では、動詞配列として、動詞2つ からなるもののみを考える。

2つ 以上の動詞からなる配列に見られる現象は、すべて2つ の動詞の配列の場合に

還元して考えることができるからである。

2.動 詞配列 の分類

2.1.形 式的分類 の基準

 まずはじめに、動詞配列を形式的基準によって分類することを考えよう。2つ の

動詞形態素からなる配列において、その2つ の要素の結合の強さ、言い替えれば2

っの要素の独立性は一定ではなく、いくつかの段階があると考えられる。結合の強

さの原因となっているのはおそらく、意味的分節のしかた、つまり、世界の諸現象

の中のどの部分を独立の意味的実質として取 り出すかや、2つ の要素の表す意味内

容の間の相互依存関係などに起因するものと考えられる。そして、結合の強さの差

は、何 らかの形式的特徴に反映される。その主なものは、2つ の動詞要素の間に別

の要素が介入 し得るかどうかということである。ここでは、動詞配列を分類する形

式的な基準として、以下のものを考える。
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2.1.1. 否 定 辞 の 位 置

 ビル マ語の否 定辞ma,一 は、動詞につ く一種 の前接辞 と考 える ことがで きる。単一

の形 態素か らな る動 詞 を否定 する場合には、 その動詞 に前 接 され る。 この ことは、

動 詞が名詞句 を項 として取るか取 らな いか にかかわ らな い。

(16)a, txu_  khoun_'te_II

    彼 跳 ぶVSM

b。 txu ―  ma―khoun_^phu:il

    NEG    VS皿

彼は跳ん だ。

彼は跳ばなか った。

動詞と、それに先行する名詞句 とが一体となってできた熟語動詞の場合にも、ma一

は動詞要素に前接される。

(17)a. txu.-zaga:^kou_

   彼 の 言 葉 OBJ

b. txu.-naga: kou_

na:thaun _^te」

耳 立 て るVSM

na: ma―thaun _^phu:Ii

NEG    VSM

彼の言葉を聴 いた。

彼の言葉を聴かなかった。

この点か ら、ma.-の 前接 され る要素は、形式的にみ て一つ の独立 した動 詞であると

考 える ことがで きる。

 2つ の動詞形態素 か らなる動詞配列V1-V2一 は、否定辞の ふ るまいによって、次 の

2つ の タイプに大別す る ことができる。

 a.否 定 辞ma一 がV1に 先行す るもの。すなわち、否定 にお いてma―V1―V2一 の形式

を取 るもの。

 b.否 定辞ma一 がV2に 先行 するもの。すなわち、否定 にお いてVl‐ma.‐V2ーの形式

を取 るもの。5)・6)

上 での観 察に基 づ いて、ma一 の前接 される要 素が形 式的に独立 した一っ の動詞 であ

る という仮定に立っ な らば、 その帰結 として、b.に お いてはV2が 独立 した動詞で

あるのに対 し、a.に おいて はそ うではない とい うことに なる。これ を、動詞配列

の形式 的分類 の第1の 、 そして最も強力な基準 とす る。

2.1.2. 補語修 飾素 の介入の可能性

 さきにも述べ た ように、 ビルマ語には、名 詞句補語 な どに後続 して、補語の担 う

談 話的な役割な どを表示する一連の助辞がある。このような助辞 を補語修飾 素

(Complement MoDifier)と 名付ける。7》例 を挙 げる。

-1e: 「… も ま た」

-to
. 「… につ い て は」 (対 比)

-ko: 「… に つ い て は?」(対 比 疑問)

-taun 「… で さ え」
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(18) u:sein lomin-le: di _―acaun:^kou-  txi.-me_1

   (人 名)  CMDこ の 事 柄OBJ 知 るVSM

  ウ ・セ イ ンル イ ンも そ の こ とを知 って い るだ ろ う。

(19) u:maun_皿 にun_^ko:  txi.-ye.―1a:1

   (人 名)  CMD   VSM〈 疑 問 〉

  ウ ・マ ウ ンマ ウ ンは知 っ て い るか しら?

(20) txu_^to.  ma.-txi.^phu:  thin_^te―1―

   彼CMD NEG VSM思 うVSM

 彼は知 らないと思う。

補語修飾素は、動詞述部の談話的役割を表示することもできる。述部が単純動詞

である場合 には、 もとも との述部の前に、補語修飾素 を伴 った主動詞 が重複 して現

れる。

(21)sa:^to。 sa:^te」 食べたことは食べた。;食 べ は した。

 食べ るCMD  VSM

また、述 部が動詞修飾 素 を含む場合 、その動詞修飾素 は通 常は重複 して現れな い。

(22)sa:^to。 sa:^chin Ate」 食べは した い。;食 べ た いこ とは食 べた い。

        〈願 望〉

 動詞配 列の場合 には、可能 な形式 は2つ ある。a)V1の みが補語修飾 素 を伴 って動

詞配列を含 む述部 に先 行する形式 、すなわ ちV1-CMD V1-V2-の 形式。 b)V1とV2の 間

に補語修 飾素が 割 って入 る形式、つま り、Vl-CMD V2-の 形 式。

(23)a.kai'-to. kai'-txa'-te」 噛み殺 しは した。(V1-CMD V1-V2-)

   噛むCMD   殺すVSM

  b.ka i'-to.   txa'―te」 同上     (V1-CMD V2-)

この うちa)の 形 式 は、(22)に も見 られるよ うに、複数の形態素 を合む動 詞句ほ とん

どすべてにお いて可能 な形式 である。それ に対 してb)の 形式 は、2つ の要素 が形式

的に互 いに独 立 した動詞 であ る場合 にのみ 可能であ る。b)が 可能 であるか否 かを、

形 式的分類 の第2の 基準 とす る。

2.1.3. 2つ の基準 による形式的分類

上に掲げた2つ の基準は、おおむね次のような相関を持っ。

 基準1        基準2

I.否 定辞 がV2に 前接す る 一V1-CMD V2一が可能

II.否 定辞 がV1に 前接す る 一V1-CMD V2一が不可能

2っ の基準 か ら判断 して、2つ の動詞要素 の形式的 な結び 付きは1.の 方がII.よ

りも弱 い。
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この一般的傾 向に反す る例 としては次のよ うなものがあ る。

否定辞 がV2に 前接 す る/V1―CMD V2一が不可能

…V2がkaun:-
, ya.一 の 場 合

 こ れ らの 場 合 に は 、補 語修 飾素 の介 在 の可 能 性 に関 して 、V1-CMD V1-V2― の 形 さ

えも不可能 であ る。8)

 否定辞がV1に 前接す る/V1-CMD V2一が可能

…V2がa:一 , wun.一, ye:-, lwe一 の場合

以上のよ うな例外 はあるものの、大 まカ・に言 って、動詞要素 の結び付 きの強さに2

段 階があ るというこ とは確か である。例外の場合 には基準1を 優 先 させる。(後 に

意 味的性質 を見 てい く過 程において、 このような処理が妥 当であ ることが明 らかに

な ることと思 う。)以 下 では、I.の ような性質 を示す動詞配 列 を動詞連続(verb

concatenation)と 、 II.の よ うなものを複合動詞(compound verb)と 、それ ぞれ名

付 ける。前者は形式的 に独立 した2つ の動詞の連続であ り、 後者 は2形 態素 の複合

によ ってできた1つ の動 詞である。

2.1.4. V2の 初頭音の有 声化 一 補助的な基準 として

現代 ビルマ語では、以下のような環境において音節初頭音の有声化が起こり得る。

 初頭音が音素 目録中に対応する有声の音素を持つ無声の閉鎖 ・破裂 ・破擦音音

素 で あ り(つ ま り、/k一,㎞ 一,c-, ch―, s-,sh-, t-, th―, p-,ph―, tx-/の どれ か で あ り)

 先 行 す る 音 節 の 末 尾 が声 門閉 鎖音/一'/以 外 の音 素 で あ る(つ ま り、 口母 音 な い

しは鼻母音で終わっている)9)

このような有声化が最も典型的に起こるのは、動詞 ・名詞に後続する助辞の初頭

音 においてであ る。 また 、何段階もの複合によって複合名 詞が形成 され るとき、そ

の一番最初 の段 階で複合 され る2つ の要素の うち後者 の初 頭音 は有声化 を起 こす こ

とが多 い。 (^は 後続 す る音節初頭音の有声化 を表す 。)

(24) txu_"to.  yan_goun_-myou. kou_  txwa:"ch in_"ﾘ_"te_

   彼 CMDラ ングー ン 町 GOAL行 く<願 望〉〈丁寧>VSM

  彼 はという と、ラ ングー ンへ行 きたがっています。

(25)na in_gan-^cha:-caun:^txa:1外 国人学生

  ((国 家  外) (学校 男子))

 一方、補語や動詞述部、および、名詞句の主要部の初頭音は決して有声化を起こ

さない。以上の点から、音節初頭音の有声化の有無は、先行する要素との結び付き

の強さを示 していると考えられる。ただ、先にも示 したように、有声化を起こし得

るような環境は、Vlの 末尾が声門閉鎖音以外の音素であり、かつV2の 初頭音が対応

する有声音素を持つ無声の音素である場合に限られており、すべての場合にこの性
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質 を基準 として用 いるわけに はいかない。それ ゆえ、 これ はあ くまでも補助 的基準

と しての価値 しか持 たない。

 2っ の形式的基 準によって分類 された2つ の類につ いて、 有声化 の環 境 にある場

合 に有声化 を起 こすか どうかについて見てみる と、 まず動詞連続 にお いてはほとん

どすべてV2の 初頭音 は有声化 しない。唯一の例外はV2がtxwa:― の場合 であ る。ただ

しこの場合にも、 有声化す るか どうかは、話者 によ って、 また同一話者 で も発話の

速度に よって異 なるよ うである。一般に、発話速度が早 くな るほ ど有声 化 しやす く

な る傾 向にあ る。

 次に複合動詞 であるが、この場合 にはV2の 初頭音が有声化 を起 こす場 合 と、そ う

でな い場合 とが ある。前者 の方が後者よ りも、2つ の動 詞の結び付 きは強 いと考 え

られるが、 この2つ の違 いが何 を意味するのカ、については、 はっき りした ことはわ

か らな い。

2.2.関 係 明示 形式へ のパ ラフレーズの可能性

 2.1.で動詞配列を動詞連続と複合動詞の2つ に分類 したが、それぞれをさらに細

か く分類するための基準として、動詞要素間の関係を明示するような形式へのパラ

フレーズが可能であるかどうかに着目する。パラフL一 ズの可能性は、本来意味の

等価性に基づ く意味的な特徴と考えるべきであるが、ここではそれぞれの意味的性

質の検討を後に回 し、単に形式的な特徴としてこれを用いる。

 ビルマ語において、文の末尾に位置する主文の動詞には文標識が後接 され、それ

以外の動詞には主文の動詞 との関係を示す何らかの表示が後接されるのが普通であ

る。関係表示の種類として、次のようなものがある。

 A。 文 標 識(Verb Sentence Marker)19)

(26) txu一  bama―pyi_^kou   txwa:^te―  thin一^Pa-^te_1―

   彼 ビ ル マGOAL行 くVSM思 う 〈丁 寧>VSM

彼は ビルマへ行 ったと思 います。

B。 文標識+引 用標識(Quotation Marker)

(27) tXu   hama_py i_^kou_  txwa:^te -lou.  Pyo:^te -I

                VSM QM 話 すVSM

彼 は ビル マ へ 行 っ た と言 った 。

C.名 詞 節標 識(Nominal C laur餉arker)(+格 標 識)13}

(28) txu■  bama_py i_^kou-  txwa:^ta ^kou_  tx i.^txa-la:【l

                NCM OBJ 知 るVSM〈 疑 問 〉

彼 が ビル マ へ 行 ったの を知 っ て いま すか 。

D.従 属 節 標 識(Subordinate Clause Marker)
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(29) txu―  bama-pyi_^kou_  txwa:-yin._  hou -lu―-ne.  twei.-ya.-me_1

             行 く SCM そ の 人COM 会 う VMD VSM

彼が ビルマ へ行 った らその人 に会えるだろ う。

E.特 殊補 語名詞(Special Complement Noun)

この場 合には、動詞 と特 殊補 語名詞が一種 の複合名詞 を形成 して いる。

(30) txu-  ﾘa■Py i_^kou_  txwa:"phou.  ngwei_  hya_-ya.-me-ll

               …ため  金  探すVMD VSM

 彼はビルマへ行 くためにお金を稼がなければならない。

ビルマ語の動詞配列のうちあるものは、これらの形態素によって2つ の動詞の関

係 を明示する形式へのパラフレーズが可能である。以下、動詞連続 と複合動詞のそ

れぞれについて、関係明示形式へのパラフレーズの可能性 を観察する。

2.2.1.動 詞連 続 にお けるパ ラフ レーズ

 動詞連続の場合には、複数の動詞が連続をなしているわけであるから、2動 詞間

の関係を明示するような形式へのパラフレーズができることが期待される。しかし

ながら、実際には、すべての動詞連続がこのようなパラフレーズを可能とするわけ

ではない。可能なパラフレーズとしては、次のようなものがある。

従 属 節 標 識 一pi:に よ る パ ラ フ レー ズ Vl-V2-=V1-pi:V2一

従 属 節 標 識 ―lou.に よ る パ ラ フ レーズ V1ーV2-=V1―10u. V2一

 従属節標識一pi:は 動詞 「終 わる」から派生 したものであ り、動詞 によって表 され

る事 象の生起(あ る いは話者 による判断 ・認識)の 継起 を表す。2つ の動詞の表す

事象 間の論理 的 なつなが りは必ず しも含意 しない。

(31)thamin:che'-pi: sa:^te― ―1御 飯 を作 って食 べた。

   御 飯  炊 くSCM食 べ る VSM

(32)ko_phi_ txau'-pi:zaga:pyo:・^te」 コ ー ヒー を飲 ん で話 を した。

  コ ー ヒー 飲 むSGM 言 葉 話 すVSM

(33)ya_dxi_u. du.^ka.  Asou_pi:ei:^te」 ― 気 候 は湿 潤 で寒 冷 だ 。

    気候  SUBJ湿 るSCM寒 いVSM (Oke 11:389)

一 方
、従属節 標識-lou.は2つ の動詞の表す事象間に何 らか の論理 的なつ なが りがあ

るこ とを表す。

(34) du:yin:dxi:  gaun:^po_  ca.-lou・  txei_^te_1.

   ドリアンの実 頭 上 落 ちるSCM死 ぬVSM

  ド リ ア ン の実 が 頭 上 に落 ち て死 ん だ 。(Okeil:345)

(35) kh in―bya.-ne.  zaga:  pyo:^ch in_-10u.  la_^te_1

あなた INST言 葉 話す 〈願望>SCM来 るVSM
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  あ な た と話 が した くて 来 た。

(36)thamin:che'ー10u. sa:^te」 御 飯 を作 っ て食 べ た 。

         SCM

 2っ の動詞からなる動詞連続を、上に掲げた関係明示形式へのパラフレーズの可

能性の点から分類すると、次のようになる。

タイプa:従 属節標識―pi:/-10u.ど ちらによるパ ラフ レーズも可能な もの

タイプb:-pi:に よるパラ フレーズのみが可能な もの

こ れ ら の 中 に は 、V1と し てpyan _―, tha'ー, sa.―, she'一, pou_一, txa_一, txe i'一,

te_一 な ど の 動 詞 を 持 つ も の 、 お よ び 、 V1ま た はV2と し てtxwa:一,1a_一 を 持 っ も の が

含 ま れ る 。

 タ イ プc:-10u。 に よ る パ ラフ レー ズ の みが 可能 な も の

こ れ ら の 中 に は 、V2と し てnei _-9 pi:-, kaun:一, ya.一 な どの動 詞 を持 つ連 続 が合

まれ る。11)

 タ イ プd:ど ち らの パ ラ フ レー ズ も不 可 能 な もの

これ ら の中 に は、V2と し てpya.一, pe i:-, tha:―, c i.一, py i㌧, cha.一, txwa:―,

la一 な どの 動 詞 を持 つ連 続 が含 まれ る。

2.2.2.複 合 動 詞 に お け る パ ラ フ レー ズ

複合動詞の場合 には、従 属節標識 を用 いたパラフ レーズ は一般 にできな い。 しか

し、 あるものは次のよ うなパ ラフ レーズが可能であ る。

  特殊補語名 詞aphon.に よるパラフ レーズ V1―V2―=V1-phou. V2-

 aphou.に よって導 かれる句 は、主文 の動詞V2が 動作動詞 である場合 には その表す

動作 の 目的 を、V2が 話者 の判 断 を表す動詞である場合には その判断 の基 準 を表す。

V1と の結合 によってa―が落 ちる。12)

 複合動詞を、関係明示形式へのパラフレーズの可能性の点から分類すると、次の

ようになる。

タイプe:い かなる関係表示 によるパ ラフ レーズも不可 能なもの

タイプf:特 殊補 語名詞aphou.に よるパラフ レーズが可能な もの

V2力 号kaun:-, txin.一, thai'一, a'一, lau'一, ta'一, a:―, wun.―, ye:―, lwe-,

khain:― で あ る よ う な 複 合 動 詞 が こ の タ イ プ に 含 ま れ る 。

3.動 詞連続

3.1.動 詞連続の各タイプの意味的性質

ここでは、2.2.1.で 分類 した動詞連続 の各 タイプの持つ意味的性 質につ いて概観
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す る 。

3.1.1. タイプaの 意味 的性質

 このタイプには、特に各要素に対する制限はない。2つ の動作の継起を表すもの

としてまとめることができる。この2つ の事象の継起というのは、2つ の要素の継

起が表 し得る意味のうち最も自然なものと考えられ、それゆえ、この継起的動詞連

続 をビルマ語の動詞連続の最も基本的な形であるとみなし、動詞連続に見られるそ

の他の様々な意味の大部分は、この継起の意味からの派生であると考えたい。

3.1.2. タイプbの 意味的性 質

 この タイプの中に は、V1の 意味が単独の用 法 と異 なるもの と、異な らないものの

2種 類 があ る。

ア.V1の 意味 が単 独の用法 と異なるものの例

(37)ayei' txei'-kaun:^te_1 格好が 大変良 い。13)

  格 好 く甚 だ し さ〉 良 い VSM

(38)atan:pyan_-te'-ya.^te」 再 び 授 業 に 出席 しな け れ ば な らな か った 。

授 業 〈反復 〉出るVMD VSM

(単独 で はpyan=は 「帰 る、返る、返す 」の意)

(39) khamya:^tou.^ka.   sa.-pyo:^ta ^phe:― 【

  あ な た PL SUBJ〈 初 回 〉話 すVSM〈 強 調 〉

あなたが たが最初に言い出 したんだ。

(単 独 ではsa.一 は 「始 まる」の意)

(40) khamya: di-^te' pou_-ma-ya. ^phu:-1a:日

  あ な た こ れ 以 上 〈優 越>NEG得 るVSM〈 疑 問〉

これ以 上も らわなか った のか?

(pou一は単独 では 「余って いる、多 い」の意)

この場合、V2が 主動詞 であ り、 V1はV2の 表す事象が生起 す る状況 に関す る何 らかの

情 報 を補足 する成分 であると考え られ る。 この点で後述 す るタイプdと 似て いると

言 える。(3.1.4.を 参照 。)補 足内容 として は次の ような ものが ある。

①V2の 表 す事象 の時間的な性質 を表す。 sa.一, she'一, pyan_一, tha'一な どが これ

に含 まれる。

②V2の 表す事 象に対 して、相対的 ・絶対的 な程度 の多 さを表す。 pou―一, txa―,

txei'一, te_一な どが これ に含 まれ る。

イ.V1・V2と も単 独の用法 と異な らないもの の例

V1・V2の 少なくともどちらか一方が移動を表す動詞であるものを含む。
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③V2がtxwa:一 「行 く」 か1a― 一 「来 る」 であ る もの

 2つ の 移 動 の継 起 、 あ る い は、 移動 とそれ 以外 の 動 作 の継 起 を表 す 。1酌

(41)txu_akhan:^the:^kou_win― ―txwa:^te」

   彼 部 屋 中GOAL入 る 行 くVSM

  彼 は 部 屋 の 中へ 入 っ て 行 った 。

(42)ein_^poー^ka. shin:-la'teー1-家 の 上 か ら降 りて 来 た 。

   家 上SRC降 り る 来 るVSM

(43)㎎a-bu_da_youn―^kou―di_-txi'taーtxe― ―txwa:^te_Il

   私 駅GOALこ の 箱 運 ぶ 行 くVSM

  私 は 駅 へ こ の箱 を運 ん で 行 っ た 。

(44)caun:"kou―phana' si:―la^te」 学 校 に サ ン ダル を履 いて来 た 。

  学校 GOALサ ンダル 履 く 来 るVSM

④V1がtxwa:―/la_― であるもの

 こ の 場 合 、V1が 本 当 に移 動 を表 して いる の か ど うか に つ い て若 干 疑 問 の余 地 が あ

る。 これ に つ い て は 、後 に3.2.3.の 項 支配 特 徴 の とこ ろ で 述 べ る。

(45) txu_  sa―ji.da i'―hma一  sa-ou'  txwa:-pha'―te―ll

   彼  図 書 館  LOC  本  行 く 読むVSM

  彼 は 図 書 館 へ 行 っ て本 を読 んだ 。

(46) e:di―-chain_-hma-  moun. hin:ga: la_―sa: ^te_1

  そ の 店LOCモ ヒ ンガー 来 る 食べ るVSM

その店 に来 てモ ヒンガー を食 べた。

3.1.3. タ イ プcの 意 味 的 性 質

 このタイプに属するものはごく少数であり、しかも意味的な性質もまちまちであ

る。

Vl-nei _―はV1の 表 す 動 作 の進 行 、 お よび 、 V1の 表 す 変 化 の 結果 の 持続 を表 す 。

(単 独 では 、nei一 は 「住 む 、 い る、 そ の ま まで い る」 の 意)

(47)ﾘ_sin:za:-nei_^txa-1e:ll何 を 考 え て い るの か?

  何 考 え る く進 行>VSM〈 疑 問 〉

(48)㎞e:dan_-ta-chaun:ca.-ne i_^te-Il鉛 筆 が1本 落 ち て い る。

   鉛筆  1 QNT 落 ちる 〈結果>VSM

意 味の点だ けを見れば、後述 するタイプdの うちV2が 時間 的な相 を表す状況補足成

分 であるもの に近 いよ うに思われる。 しか し、V1-nei_一 は以下の点 でタイプdと 異

なる。

i)V1-lou. nei _一 の パ ラ フ レー ズが 可 能 であ る 。(そ れ ゆ え タ イ プcに 属 す る
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の で あ るが 。)

ii)v1の み を否 定 に した 次 の よ うな形 式が 存 在 す る 。 タ イプdで は、 この よ うな

形 式 は な い。

(49)ba― ―hma. ma-sin:za:^phe:ne i_^te」 何 も 考 え な いで いる 。 cf.(47)

    CMD  NEG        CMD

iii)nei _一 単 独 で も 「その ま まで いる」 の 意 昧 を持 つ 。 これ に対 して 、 タ イプd

のV2は 単 独 の用 法 と意 味 が異 な る。

(50) alou'  10u'-chin_-yin_  lou' I alou' maーlou'-chin_yin.― nei_ll

  仕 事 す る 〈願 望>SCM              そ の ま まで いる

  仕事 を した けれ ば しろ、 した くなければその ままに していろ。

以上 の点 か ら、nei_一 は タイプdの ようにV1の 状況補足成分 なのではな く、単独 の

動詞 である と考 えた い。

v1―pi:一 は 、 v1の 表 す 動作 の完 了 を衷 す 。(pi:一 は 単 独 で も 「終 わ る 」 の意)

(51)khin_bya:thamin:sa:-pi:^pi―-1a:u 御 飯 を食 べ 終 わ った か?

   あ な た  御 飯 食 べ る 終 わ るVSM〈 疑 問 〉

 V1-kaun:-は 、 V1の 表 す 事 象 の 生起 に対 して 、 望 ま し い と い う判 断 を表 す 。(単

独 で もkaun:一 は 「良 い 」 の意)

(52) cano_^tou.  to―do_  zaga: pyo:-ka.un:^te_u

   私PLず い ぶ ん 言 葉 話 す 良 いVSM

 た っぷ り話 を して楽 しか った。

V1-ya.一 は、 V1の 表す事象 の生起 に対する容認 ・許可 を表す。)5)(ya.一 は単独

で は 「得 る 」の 意 、 た だ し 「か まわな い」 の意 も あ る)

(53) mei_mei―  ei'- ma -  ya.  ^  phu:-la:u

   母  眠 るNEGか ま わ な いVSM〈 疑 問 〉

お母さんは眠 ってはいけないの?

3.1.4. タイプdの 意味的性質

 こ の タ イプ の 連 続 に お い て、V2の 意 味 は、 それ ぞれ 単 独 で 用 い られ た とき の意 味

と異 な る。

(54、) mane, phan_―alou'-atroe'  kaun:gaan:  ei,-tha:-me_li

    明 日  仕 事 … のた め よ く 眠 る く保 持>VSM

明 日の仕事 のため によ く寝ておこう。

(tha:一 は単独 では 「置 く」の意)

(55)hyi.-yin_ sa:-ci.^chin-"te_11 あ る の な ら食 べ て み た い。

  あ る 〈仮 定 〉 食 べ る く試 行 〉<願 望>VSM

一84一



  (単 独 で はci.― は 「見 る」 の意)

(56)myan_rqyan_the'de' 10u'ーpyi'-lai'ii さ っ さ と仕 事 を して し まえ!

    す み や か に  す る 〈徹 底 〉〈決 断 〉

  (.,pyl-は 単 独 で は 「投 げ る、 抛 る 」 の意)

(57) yaun: - cha. ― lou.  ya.^te. ㎎wei_za◎^kalei:^koU一 一le:1

  売 る く疇 躇 な さ>SCM得 るACM 小 金  DIM OBJ… も

  売 り払 っ て 得 た 小 金 を も …(Mauntxaya:30)

(cha.一 は 単 独 で は 「落 とす 」 の意)

(58) ama。  -atwe'/asa:     thamin: che'一ﾘ1:^te_1

   姉 … の た め/… のか わ り 御 飯 炊 く<授 益>VSM

お姉 さん のため に/か わ りに御飯を炊 いてあげた。

(pei:一 は単独で は 「与え る」の意)

(59)phon:wa_ gaun:nyei'―pya.-lai'―te」 ポ ウ ワ ー は うな ず いて 見 せ た 。

   (人 名)頭 振 る〈提 示 〉〈決 断>VSM

  (pya.一 は 単 独 で は 「見 せ る」 の意)

(60)lu'la'yei:-atroe'cou:za:-la^te」  独 立 の た め に努 力 して き た 。

   独 立 … の た め 努 力 す る 〈持 続>VSM

(61)ei:―la一^pi」  寒 く な っ てき た 。

  寒 い 〈漸 進>VSM

  (単 独 で はla一 は 「来 る 」 の意)

(62)lu'la'yei:.atwe°cou:za:-txwa:―me」 独 立 の た め に努 力 して いこ う。

               <持 続>VSM

(63)ei:-txwa:^te」 寒 く な っ て しまっ た。

    <完 了>VSM

 (単独 ではtxwa:一 は単独 で 「行 く」 の意)

以上の例か らも明 らかな ように、 これ らの連続 にお いてはviが 主 動詞 であ り、V2

はV1の 表す事象 に対す る状況補足成 分 として働 く。補足の 内容 としては、 次の2つ

が ある。

①V1の 表す動 作に対す る主体の意図。 tha:一, ci.―, py i'ー, cha.一, pya.一,及 び

pei:一 の場合が これ に当た る。

②Vlの 表す事 象の取 る時間 的な相。 txwa:一, la― の場合 がこれに当た る。

タイプbに も時 間表現 に関わ る状況補足成分 を含む動詞連続 があったが、 タイプb

の方が、回数や 継続 性 な ど直示 中心 に依存 しない時間的性 質を表示す るものである

の に対 し、この タイプ は、ある時間的な直示申心に基づ いた事 象の時間的な相の表

示 に関わる とい う点で異な っている。
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3.2.動 詞連続 の項支配特徴

 動詞配列は、それが連続であれ、複合であれ、複数の動詞形態素を含んでいる。

各々の動詞は、その語彙的な要求として、どのような意味役割の項を取るかに関し

て一定の枠を持 っていると考えられる。16}各 々の動詞が単純動詞として動詞述部

に現れるときには、動詞の項支配枠はそのまま動詞述部全体の項支配枠とな り、そ

れに従って補語 を取 って動詞句を形成する。 しカ・し動詞配列においては、複数の動

詞の項支配枠の総和がそのまま動詞述部全体の項支配枠 となるわけにはいかない。

動詞連続が成立するためには、これら複数の動詞の項支配枠に対 して、何らかの調

整が行われる必要がある。ここでは動詞連続の各タイプの項支配特徴を観察し、さ

らにそれらを動詞述部及び動詞句一般に課される制約の観点から考察する。

3.2.1. タイプaの 項 支配特徴

 タイプaは 、事象 の継起 を表す ものであり、動詞配 列の持つ意味 の うちで最 も基

本 的なものであ る と考 えた。では、 どのような事象の継起 であ っても、 これを動詞

連続 に して表 す こ とができるだろうか。例えば、次の ような場合 を考 えてみよう。

(64) txu.  ma'san_da.-ye.-wu'thu."kou_  pha'-pi: cano_  moun. h i n:ga:"kou_

   彼(人 名)PM小 説OBJ読 む5CM私 モ ヒンガーOBJ

 sa:^te」l

食 べるVSM

  彼 はマ ・サ ンダの小 説を読 み、私 はモ ヒンガー を食べ た。

 上 の 文 で 、sa:-「 食 べ る」 とpha'一 「読 む 」 は、 そ れ ぞ れ 、動 作 者 と被 動 者 の項

を要 求 す る 。 上 の例 の通 り、2つ の事 象 の継 起 を表 す た め に 、先 行 す る動 詞 の末 尾

に従 属 節 標 識 の-pi:を 付 加 す る こ とは可 能 で あ る 。 しか し、 こ の2つ の 動 詞 を動 詞

連 続 に す る こ と は で き な い。

(65) *txu.  ma'san_da.-ye.-wu'thu."kou_  cano_  moun. h in:ga:"kou_

pha'-sa:^te-li

この場合 には、一つ の動詞句の中に、動作者 の意味 役割 を持つ主語項である とみ

なされ得る一〇名詞句が2つ 、被動者の意味役割を持つ非主語項であるとみなされ得

る-kou_名 詞句が2つ 、それぞれ存在する。この場合に動詞連続が許されないのは、

同一の役割を持っ複数の項が動詞句中に現れているからに他ならない。

 ビルマ語では、先行文脈における出現や、話者 ・聴者相互の了解などにより、自

由に名詞句など文の構成要素の省略が行われる。それなら、(65)の 文から一〇名詞句

・-kou_名 詞句をそれぞれ1つ ずっ省略した次のような文 は正 しい文であると言え

るかどうか。

 :.



(66) cano_  ma'san―da.-ye。-wu'thu.^kou_  pha,-sa:^te_li

(64)の 意 味 に取 る限 り、 明 らか に不 適 格 で あ る。 この 意 味 に取 る こ との で き る唯 一

の構 造 は(64)そ の も ので あ る。(66)の 文 で は、 動詞sa:一 お よびpha㌧ が 共 通 の 主 語

項cano_を 支 配 す る と解 され よ う。 また非 主 語 項ma'san_da.-ye.―wu'thu.^kou ― は 、

sa:― とpha㌧ に 共 通 な 被 動 者 の 非 主語 項 で あ る と解 され る 。 そ の状 況 が どん な に奇

妙 な もの で あ る と思 わ れ て も 、 これ が(66)の 文 に許 され る 唯 一 の解 釈 で あ る。

 上 で用 いた 「同一 の役割」 という表現が何 を意味す るのかにつ いて、少 し補足 を

加 えてお きた い。 この場合の 「役割」 とはおおむね意味役 割 を意味す る もの と考え

てよい。項 の持 つ意味役割 は、その項 を支配する動詞 の意 味にかな り依 存する。そ

れ ゆえ、動詞Aの ある1つ の項の意味役割 と、動詞Bの ある1つ の項 の意味役割が

同一 であ るか どうか を認定す るのは大変微妙な問題 であ るが、それでも、動作者 ・

被動者 ・起点 ・目標点な どといった意味役割の クラスを設 定することは不可能では

なか ろう。17)こ の ような クラスの設定の可能性 を前提 とするなら、意味役 割の同

一性 を云 々す る ことは意味のあることである
。

 ただ し、主語項 だけは別に して考 えなければならな い。主語項 の意味 役割 は、動

詞 によって様 々なものがある。 も しも 「同一 の役割」が、単 に 「同一の意味役割」

を指すのだ と した ら、異 なる意味役割の主語項 を持 つ2つ の動詞 は、それ ぞれ の主

語項が同一の名詞 句でない場合 にも、そのまま動詞配 列を形成 し得る ことになって

しまう。

(67) cun:gaiei:―hman: 一・ hyin一^ka.  be--lou_  10u'―txi.-hma_-le:118)

(唐辛子 の種類)こ と  あなたSUBJど のように する 知るNCM〈 疑問〉

  「小島唐辛 子 」だ ということを…あなたはどのよ うに して知 るのか?

 (Mauntxaya:25)

上 の文では、動 詞10u'一 「す るJが 動作者 の主語項を、 txi.― 「知 る」が経 験者 の主語

項 を、それぞれ取 り、 しかもその2つ の項 は同一でなけれ ばな らな いの であ る。

 これまでの考察に基づき、動詞連続タイプaの 項支配特徴は次のようなものであ

る。

i) 各々の動詞は同一の名詞句を主語項に取る。

ii)各 々の動詞が同 じ意味役割を持つ非主語項を取る場合、その項は同一の名

 詞句である。

 2つ の動詞要素がどのような意味役割の主語項を持つかに関してはさらに細かい

観察が必要であると思うが、少なくともこのような特徴を満たさない場合にタイプ

aの 連続が不可能であることは確かである。

3.2.2. タイプdの 項支配特徴
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 タイプdのV2は 、それ 自体 が独立 した事象 を表 さず 、 V1の 表す事象の状況補 足成

分 として働 くも のである。注意 しなければな らないこ とは、 この タイプのV2と して

用 いられ る動 詞が 、タイプaの 要素 として用 いられ る場合 もあ るということ、そ し

て、その場合に は独立 した事象 を表 し得 るということであ る。

 この ような、同 じ動詞 がタイプdのV2と して用 いられた場合 とタイプaの 要素 と

して用 いられ た場合 の違 いを、次のように解 釈 した い。すな わち、 タイプaに お い

て は、これ らの動詞 は主語項 をとるのに対 し、 タイプdに おいては主語項 を取 らな

いのである と。19)

 非主語項 に関 して は、様 々な場合がある。V-pya.-で は、他者へ の動作 の提示 を

表すpya.一 が 、 Vlと は独 自に受領者 を表す項 として 一kou_名 詞句 を取 る。(こ の意

味 では、この受 領者の項 は動作の被提示者の意味 として解 釈 され る。)次 に、

V-pei:-で は、他者 に利益 を及ぼすこ とを表 すpei:-は 、 V1と 独 自に項 を取 ること

はないが、受益 者 を表す特殊補語名詞atroe'「…のために」/asa:「 …のか わ りに」つ

きの名詞句 と一種 の共起関係 に立ち得 る。2ﾘ)最 後 に、V-tha:一, V-ci.一, V-pyi'一,

V―cha.一, V-txwa:一, V-1a_― な どでは、各々のV2は 非主語 項 を取 らず、特定の種類

の付加 的補語 と共起 関係 に立つ こともな い。 いずれにせよ、 このタイプ の動詞連続

で、V1とV2が 同 じ意味役割の主語項を取 ることはないのであ る。

以上 を まとめ ると、動詞配列 タイプdの 項 支配特徴 は、次の ようなもの になる。

i)v2は 主語 項 を取 らな い。

ii)各 々の動詞は同じ意味役割の非主語項を取 らない。

3.2.3. タイプbの 項支配特 徴

① ②V1がV2の 表す事象の状況補 足成分である場合 。

主語項に関 しては、タイプdの 場合と同様に考え、V1が 主語項を取らないとする。

次に非主語項であるが、このタイプのV1は 一般に非主語項を取らない。ただ、優

等比較 を表すpou_―V2一 とtxa_―V2一 は、比較 の基準 を表す特 殊補 語名詞ate'つ きの

名詞句 と共起関 係に立つ。

 以上からわかるように、V1がV2の 表す事象の状況補足成分であるものの項支配特

徴は、タイプdの それと鏡像関係をなしていることがわかる。

 i)v1は 主語項を取らない。

 ii)各 々の動詞は同 じ意味役割の非主語項をとらない。

③V2が 移動 を表す動詞である場合。

 主語 項に関 して は、V1・V2と も主語項 を要求 し、2つ の要素 は同一の名詞句 を主

語項 として取 らねばな らな い。

非主 語項に関 して は、これ らの連続 のV2は 、 V1と は別個 に起点の一ka.項や 目標点

 ..



の一kou一項 を取 り得る。ただ し、 V1が 起点や 目楓 点を表 す項 を要求す る場 合には、

2っ の要素 は共 通の名詞句をそれぞれ起点 ・目標点 として取 らなければ な らない。

 よって、 これ らの連続 の項 支配特徴 は、 タイプaの それ と同 じであ る。意味が共

に2っ の事象の継起 であるこ とを考 えると、 これは当然 の事 であろ う。 む しろ不思

議 なのは、 この タイプにおいて一10u.に よるパラフ レーズ が不 可能 な こ とであると

言 える。

④V1が 移動 を表す動詞 である場合。

 主語項に関しては上 と同じであり、2つ の要素が共に主語項を要求 し、かつ同一

の名詞句 を主語項に取る。

 非 主 語 項 に つ い て は面 白い現 象 が あ る。 これ らのV1は 決 して非 主 語 項 を取 らな い

の であ る 。

(68)a, *thamin:zain_"kou_  bema=asa:asa_  txwa: -sa: "te_10

     食 堂   GOALビ ル マ 食 べ 物  行 く 食 べ るVSM

b. Lhamin:zain _-hma―  bama_-aSa:aSa_  tXWa:―Sa:^te―I

        LOC

行 って食堂 で御飯 を食べた。;食 堂 に御飯 を食べ に行 った。

(68)a.の よう にthamin:zain― 「食堂」が場所の意昧役割 を示 す格標識一㎞a_を 取

る形式 は可能 であ る。 しか し、動詞txwa:一 は一hma-を 伴 う項を取 らな い。 この場所

を表す補語 は、む しろ動詞sa:― 「食べ る」 に支配され ている ことにな る(た だ し、

sa:一の要求す る項 としてではな く、付加的な補語と してである。)

 txwa:一がV2に 現れる場合 に は起点 ・目標点 を表す項 を取 る ことを考 え合 わせると、

V1と して項 を とらな いということはいかにも奇妙で ある。動 詞txwa:一/la一 の意味

の 中には、あ る空間的な直示 中心(お おむね発話の行 われ ている場所)か ら見た移

動 の方向性の指 定が含 まれ る。ゆえに、txwa:一/la一 が項 を取 らな くて も意味 をな

す場合もあ る。 しか し、付加 的に項 を伴 うことさえ許 されな いというのは、やは り

不思議 である。 さきに、この場合が本当に移動 とそれ以外の動作の継起 を表すか ど

うかにつ いて若干 の疑問があ るとしたのはこのためである。む しろ、 この場合の

txwa:一/la ー一 は、単 に発話の場所に対す る事象生起 の場所 の位置づ けを示 す機能 し

か持っていない のだ と考えた い。

ともかく、これらの連続の項支配特徴はつぎの通 りである。

 i)各 々の動詞は同一の名詞句を主語項に取る。

ii)Vlは 非主語項を取らない。

3.2.4. タ イ プcの 項 支 配 特 徴

 V1―nei_一 に つ い て は特 に問 題 はな い。 V1とnei--は 共 通 の 主 語 項 を取 り、nei--は

 ..



非主語項をとらない。よってその項支配特徴 はタイプaの 場合と同じである。

 Vl-ya.― の場 合 にも問題はな い。 ya.一はいかなる項も取 らな い。許可 の意味 を持

っya.― は、動詞連 続以外の環境 でも決 して項 を取 らないの であ る。 この動詞連続 を

合 む動詞句 では、 すべての項 がV1に 支配 され ている。この場合に は、 V1を 中心 とす

る動詞句 とya.一 との単なる並列 ということになる。

 問題 とな るの は、Vl-pi:一 の場合、及び、 V1一kaun:一 の場合 である。非主 語項 に

関 しては、pi:一 もkam:一 もこれ を取 らないの で問題で はな い。考慮 を要 するのは主

語項 につ いてで ある。pi:一もkaun:一 も、単独 で用 いられた場合 には主語 項を取 り得

る。

(69)sa』ei:bwe:pi:^te」 試験が終わ った。

    試 験  終 わ るVSM

(70)di_-abei'dan一kaun:^te」 この 辞 書 は 良 い。

  こ の 辞 書   良 い VSM

た だ し、 実 際 の 会 話 や テ キス トな どに は主 語 項 を明示 しな い例 が多 く見 られ る よ う

で あ る。

(71) txu_.ne.^txa_. zaga:  pyo:-nei_-yin_  pi:-hma_  ma -  hou'  ― phu:ll

   彼COM CMD 話 話 す い るSCM終 わ るNCM NEGそ う で あ るVSM

  彼 とだ け話 して いては、決着 はつ くまい。(大 野:196)

                           A72)eidi=acaun:taon. txu_yu_-tha:-yin_kaon:-me_te. Oke11:255

  その 事柄 …の ゆえ 彼 預か る〈保持>SCM良 いVSM〈 伝聞〉

  そのた めに、彼が預かっておけばいいだ ろ うってさ。

と は言え 、上の(71)(72)の 場合 にも、または動詞連続 の場 合にも、単独 で用 いられ

た(69)(70)と 同 じく、pi:一が 何かある事柄 の完 了を表 し、 kaun:-が 何かあるものや

事柄 に対 して望 ま しいとする話者 の判断を表 しているこ とには変わ りはな い。 とい

う ことは、動詞連続 の場合 にもpi:一やkaun:-は 論理的 には主語項 を要求 していると

考 えた い。

 しか し、動詞連続 の場合、pi:―やkaun:一 が論理的 に要求す るはず の主語項 は、決

して顕 在 しな い。 それで、動詞連続 のV2と してのpi:-やkaun:― の主語項 が何 を指す

か とい うことが問題 になる。

 pi:一の場合 には、その主語項 は常 に何かの 出来事 を表す ような名詞 でなけれ ばな

らな いという選択制 限があるが、そのような名詞 を主語項 に取 るような動詞 は、決

してpi:一 とは連続 をな さない。だか ら、 v1-pi:一 においてv1とpi:一 がそれぞれ の主

語 項 と して同一 の名詞句 を取 る ということは有 り得な い。 では、V1の 非主語項 はど

うか。確か に、 次のよ うな例 では、V1の 支配す る非主語項 の一〇名詞句 をV2の 潜在的

な 主語項が指示 する と考え られないこともな い。
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(73) khin_bya:  alou'  10u' - pi: ^pi_ -la:li

   あ な た  仕 事 す る 終 わ るVSM〈 疑 問 〉

  あ な た は仕 事 を し終 わ った か?

し か し、 そ うは 考 え られ な い例 も 多 い。

(74) khin_bya:  thamin:  sa:-pi:^pi_-la:41

        御 飯 食 べ る

  あなたは御 飯 を食べ終わ ったか?

この例 では、pi:一 の潜在的な主語項がkhin _bya:thamin:sa:-「 あなたが御飯 を

食 べ る」 を指示 す ると考 えられ る。すなわち、V1に よって支配 され る構 造全体がV2

の論 理的な主語 項 に当た るわ けである。よく考えてみる と、 さきに掲 げた(73)の 場

合 にも、pi:一の潜在的な主語項 はkhin―bya:alou'lou'一 「あなたが仕 事 をする」

を指示す ると考 えて差 し支え ない。つ まり、pi:一の論理 的な主語項 は、常にv1に よ

って支配 される構造全体であ るとする ことができる。

 いま便宜的に、動詞配列を合む動詞句内部で動詞Vお よびVに 直接支配 される項

か らなる構造をVのr支 配領域」と呼び、vpで表すとすると、 V2の 「潜在的な」主

語項はV1の支配領域vp1を 指示する。このことは従属節標識一10u.を 用 いた関係明

示の形式においても等しく当てはまる。

 kaun:一 の場合 には、主語項 になる名詞句 にはpi:一の場合 のよ うな選択制 限がない

ので、V1の 主語 項 とkaun:一 の主語項が同一 である と考 えられる例もも ちろんある。

また、kaun:一 の潜在的な主語項がV1の 非主語項である名詞 句 を指示す る と考え られ

る例 もある。 しか し、 この ような例においても、判断 は主 語項や非主語 項の表す事

物 そのものに対 して行われ るのではな く、pi:一と同 じように、 これ らの項 を含めた

事 象全体に対 して行われ るとみるべ きである。それで、V1-kaun:一 の場 合にも

kam:一 の潜在 的な主語項はvp1を 指示 すると考える。-10u.を 用 いた関係 明示形式

につ いても同 じであ る。

 V2の 潜在 的な 主語項がvplを 指示 すると言 うことは、 vp1がV2の 主語項 であると

言 うこと と等価 でな いことに注意 してほ しい。vp1の 主動詞V1は 動詞連 続 の一部 と

して動詞述部 の構成 要素であ り、vp1は 項ではな く、 ま してや補語です らないので

ある。vp1がV2の 主語項 とな るよ うな形式 とは、 V1を 合む動詞述 部がV2を 含 む動詞

述 部 と独立 であ り、前者が名詞節 の中に含 まれる、次の よ うな形式であ る。

(75) yan_goun_'kou_  pyaun:-1a_^phy i'一ta-"ka.  ma.-kaun:^phu:if

ラ ングー ンGOAL 移る 来 る VMD NCM SUBJ NEG良 い VSM

無理 してラ ングー ンに移 って来たのが、良くなか った。(Mauntxaya:57)

よっ て 、V1―pi:―, Vl一kaun:一 の 項 支配 特 徴 は 次 の よ う に な る 。

 i)v2の 主 語 項 は文 中に 顕 在 しな い。
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ii)論 理的 にv2の 主語項 に当た るのは、 v1の 支配領域vp1で あ る。 ただ し、 v2

 の選択 制 限に違 反 してはならないこ とは言 うまでもな い。

3.2。5. 一般 的制約 か ら見た動詞連続 の項支配特徴

 以上見てきた動詞連続の項支配特徴をまとめ、それを動詞述部および動詞句一般

への制約の観点か らとらえなおすと、概略次のようなことが言える。

*動 詞連続全体 で、1つ の主語項を取らなければならない。

 ビルマ語の動詞句は、多くの場合、その中に1つ の主語項を含んでいる。中には

主語項 を取らな い動詞もあるが、21)動 詞句が2つ 以上の主語項を含む ことは、通

常はない。

 ただ し、1動 詞句1主 語項 という言 い方は、 あ まり適切ではな い。以下 に示すよ

うに、主語項 を合む名詞節 ・関係節 を含む文 では、主文の動詞 を合む動詞句 中に2

つ の主 語項があ る と言えな くはないか らである。

(76) txu―  ﾘa― ―py i_^kou_  txwa:^ta_  C稷lO     tx i. ^ te_11

   彼 ビル マ 国GOAL行 くNCM私 知 って いるVSM

  彼 が ビル マ へ 行 っ た こと を私 は知 っ て い る。

(77) mane i.ga.  khinlbya:   .,cai -te.  me in:ga lei:^ka.  1a-^te_ll

   昨 日  あ な た 好 きだACM 女 の 子 SUBJ来 るVSM

  昨 日あなたの好きな女の子が来た。

よって、より厳密には1動 詞述部が1主 語項を取るというべきである。 これは単純

動詞 を含む動詞句の場合には 自明のことであるが、動詞配列、特に動詞連続を合む

動詞句の場合にも、やはりこの制約を満たさなければならない。

 動詞句は、それぞれ一まとまりの陳述内容をかたちつくる陳述単位であると考え

ることができる。話し手が自身をも含めた世界の現象を言語化 して一まとまりの陳

述 内容 として扱 うとき、その現象の中のある1つ の点に着 目し、そこから現象全体

を観察するという方法が取られる。現象の観察が複数の視点から行われることはな

い。相互動作を表す特別の動詞述部を用いな い限リ、他動的な現象を動作者と被動

者の2つ の視点から同時に観察したり、授与の現象を送 り手と受け手の両側から陳

述することはできない。そして、個々の動詞句に結び付いた事象観察には、必ず一

定の視点が存在する。そのような視点の言語的表現 こそが、動詞句の主語項なので

ある。こう考えると、それぞれ単純動詞として別々の動詞述部に現れるならば独立

の主語項を取 り得るはずの2つ の動詞が、動詞連続 として同一動詞述部内にあると

きには共通の主語項を取らなければならないということも理解できる。もしも共通

の主語項を取らないとすると、視点の分散が生じるからである。
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 もちろん、形式的には動詞であっても、主語項を取らない要素が動詞述部の中に

現れることは可能である。その場合にも、1動 詞述部1主 語項の原則を破ることに

はならないのは明かである。以上から、1動 詞述部1主 語項の原則を守 るためには、

2っ の動詞要素が共通の主語項を取るか、動詞要素の一方が主語項をとらないかの

どちらかである必要があると言える。

 ただ し、 この原則 に反す る場合が存在する。言 うまでも な くそれは、V1―kam:一

およびV1-pi:一 の場合 である。 これ らの場合には、 pi:一お よびkaun:一 の主語項が決

して顕在する こ とがな く、それが特定 の名詞句でな いもの、 つ まりV1の 支配領域

vp1を 指示す る とい うことで、特例 としておきたい。

*同 一の意味役割 を持 つ非主 語項が2つ あってはな らな い。

 これも、動詞句一般に対 して課される制約である。これまた単純動詞 を含む動詞

句の場合には自明のことである。

 動詞述部 が文 や節 の末尾 に来 るというビル マ語の特徴 ゆえ に、動詞配 列V1-V2一 の

項 は、それがV1に 支配 され るものであれ、 V2に 支配 され るもので あれ、すべ て動詞

述 部に先行 しな ければな らな い。今か りにV1・V2が それ ぞれ別個 に被動者 の非主語

項 を要求 し、それ らが共 に格標識―kouー を伴 うとしよう。 これ らの項は共 に動詞配

列V1-V2-に 先行 する ことにな るが、そ うなると2つ の一kou 名詞句の うちどちらが

V1に 支配 され、 どち らがV2に 支配 されるかを確定す ることができな くな る。言 い替

えれば、複数 の動詞 と複数 の同一役割を持つ項 との間の関 係 を1通 りに確定 できな

いような文 は不 適格 とみな されるのである。22)

4.複 合動詞

4.1.複 合動詞の各タイプの意味的性質

動詞連続の場合と同じように、複合動詞各 タイプの意味的性質を概観する。

4.1.1.タ イ プeの 意 味 的性 質

 このタイプの複合動詞 は、次の どちらかである。

① 同義 ・類 義 の2つ の動詞 か らなるもの

②2つ の動作 の継起 を表す もの

(78)txin:bo:shai'-ka' -te―1 船 が着いた。

   汽 船 到 着 す る くっ っ くVSM

(79)txu.-akou_-ne. txu-shin_-tu-^te」1彼 と彼 の 兄 さん とは 似 て い る。

彼の 兄 …と 彼 似る 同じだVSM
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(80)e:di―-dxadin:^to. ca:-txi.^te」 そ の ニ ュ ー ス な ら聞 い て知 って い る。

  そ の ニ ュ ー ス CMD聞 く 知 るVSM

動詞連続のタイプaも 、継起を表す2つ の動詞からなるものであった。

・継起的な複合動詞(タ イプe)の 例

kain_-twe _ 「持 っ 十つ な ぐ」

ca:-txi.  「聞 く+知 る」

㎞o_―yu _  「呼 ぶ+伴 って来 る」(呼 ん で くる)

khou'-hle: 「伐 る+倒 す 」

・継 起 的 な 動 詞 連 続(タ イ プa)の 例

kai'―txa' 「カ、む+殺 す」

khoun_-co_ 「跳 ぶ+越 え る」

cho _―le:  「滑 る+転 ぶ」

che'-sa:  「煮 る+食 べ る」

chaun:-pha.n:「 覗 く+捕 ま える 」(隙 を狙 って 捕 ま え る)

 では、継起的な動詞連続と継起的な複合動詞との間にはどういう違いがあるのだ

ろうか。おそらく、2つ の事象が継起 して起 こる可能性の高さに違いがあるのだろ

う。つまり、動詞V1, V2の表す事象の継起 して起 こる可能性力嚆 くなればなるほど、

動詞配列V1-V2-は 一 ま とまりの複合的な語彙 単位 と見な されやす くなると考 える。

4.1.2. タイプfの 意味 的性 質

 この タイプの複合動詞 は、次の どちらかである。

①V1の 表す事 象 という観点か ら見た、ある具体物 に対す る判断 を表す。V2の 表す

のは判断 の結 果対象 に付与 された一種の属性 であ り、判断 の作用 そのものではな い。

(81) min:    di_-sa―ou'-kou_ pha'-txin.^te―1

  あなた この 本  OBJ読 む 適 当だVSM

あなた はこの本 を読むべ きだ。

(あなた は 「この本 を読む」 という点 に関 してそ うであ るべ きだ。)

(82)txU_bama―zaga:pyo:^ta'-te」 彼 は ビル マ語 を話す ことができる。

   彼 ビルマ語 話す 能力があ るVSM

  (彼 は 「ビルマ語 を話す」 という見地か ら見 て能 力を有する。)

(83)di_―ganan:twe'se'-ha一txoun:-lwe_^te」 この計算機 は使 いやす い。

  この 計 算機  SUBJ 使う 易 しいVSM

  (こ の計 算機 は 「使 う」 という観点か らすれ ば容易であ る。)

判断 によって付与 される属性の種類 としては、次 の ようなものがある。

 kaun:一        有利 ・賢明さ 「… したほ うが よい」23)
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tain.一 / thai'一 / a'一

lau'-

ta'-

wun.一/ye:-

a:-

lwe一

当為 「…すべ きだ」24)

程度 「…するほどだ」

能力 「…す ることができる」25)

勇敢 「…す る勇気がある」

時間的余裕 「…する暇 があ る」

容易 「… しやす い」

 V1-kaun:一 と いう動詞配 列 は動詞連続(タ イプc)に も複合動詞(タ イプf)に

も現れ、 この2つ はkaun:― の初頭音の有声化によって区別 される。そ して、動詞連

続 のV1―kaun:― の形 式も、 V1の 表す事象 に対する判断 を表 すものであった。動 詞連

続V1―kaun:一 と、複合動詞V1-kaun:― との違 いは、 V1.が 単なる判断 の観点 を表す

ものか どうか と いう点にある。前者にお いてV1一 の表す事 象は、その生起 の現実 性

に関 して、法標識 によって表 される類の法的判断の対象 とな り得 るものである。一

方後者 にお いては、V1一 の表す事象は純粋にV2― が表す判断 属性 のよってたつ観 点

に過 ぎず、その表 す事象は法標識 の表す法の いかんにかか わ らず生起す る ことはな

い。 これは この類 のすべての複合動詞について当ては まることであ る。

  動詞連続

(84)a.zaga:pyo:―ka皿:^te」 話 をして楽 しかった。

   話  話す 良い VSM

b.zaga:pyo:-kaun:¶e」1話 を して楽 しいだ ろ う。;楽 しか っ た だ ろ う 。

複 合動 詞

(85)a.zaga:pyo:'kaun:^te」 話 を した ほ うが よ い。

  b.zaga:pyo:^kaun:-me_1― 話 を した ほ うが よ いだ ろ う。

 なお、この タイプの複合動 詞のV2は 、有声化の可能な環 境 で必ず有声化す る。

② 使役を表 す。V2が ㎞ain:一 である場合である。 khain:一 は有声化の可能 な環境 に

お いても決 して有声化 しな い。

(86)cano_ny i』a.^kou_sa一 〇u, pha'―khain:^te」1私 は妹 に本を読 ませた。

   私 妹REC本 読 む させ るVSM

(87) wun_j i: min:^kou_  txa'-khain:^te―1

   大 臣  王 OBJ殺 す させ るVSM

大臣は(人 をや って)王 を殺 させた。

(khain:― は単独 では 「命 じる」の意。)

4.2.複 合動詞の項支配特徴

 複合動詞においても、その構成要素の項支配枠を動詞述部の項支配枠へ と統合す

るために、何らかの項処理が行われなければならない。その点では、動詞連続の場
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合とおおむね変わりはないと言える。ただし動詞連続 と異な り、複合動詞はあくま

でも複数形態素からなる1語 彙であり、それゆえ形態論 レベルで語形成の規則によ

って形成され、項処理もそのLベ ルで行われると考えられ るから、統語論 レベルで

の調整が行われる動詞連続の場合とは異なる項処理のス トラテジーがあっても不思

議ではない。

ここでは、複合動詞の項支配特徴について見る。

4.2.1. タイプeの 項 支配特徴

 タイプeに は同義 ・類義の2つ の動詞による複合と、継起す る事象を表す2つ の

動詞による複合がある。継起 を表す複合動詞においZは 、動詞連続のタイプaと 異

なるのは語彙的単位 とみなされ得るかどうかという点のみであり、項支配特徴の点

では同じである。同義 ・類義の場合にも、2つ の動詞の項支配枠はおおむね同一と

なるから、これらの複合動詞の項支配特徴も、継起的複合動詞の場合に準ずる。

4.2.2. タイプfの 項支配特 徴

 まず 、V2に 判 断の動詞 を持 つ① の場合につ いて見 る。判 断 の動 詞はいずれ も、単

独 の用法 において、主語項 と して判断 の対象 となる具体物 を表 す名詞句 を要求す る。

また判断 の観点 を表す名詞句、あるいは、動詞 と特殊補語 名詞aphou.に よる複合名

詞 を補語 として取 ることがで きる。 この判断 の見地 を表す補語 は、ta'―の場合 には

項 であ り、それ 以外の場合に は付加 的補語である。

(88) di_-pya'txana-  ba――hma.  ma-lwe_ ^phu:1

この 問題   何CMD NEG易 しいVSM

この問題 はち っともやさ しくない。

(89)txu―ﾘa_zaga:t(冫-do-ta'―te」 彼 は ビルマ語がか なりで きる。

   彼  ビル マ語 かな り 能力があるVSM

 複合動詞において、V2の主語項は、先行文脈への出現や話者 ・聴者相互の了解に

よって省略されない限り文中に現れる。V1の支配する項については、そのうちのど

れか1項 は文中に顕在 しない。複合動詞全体の意味を解釈するためには、これら潜

在的な項が何を指すのかが決定されなければならないが、これはつねにV2の 主語項

の名詞句 と論理的に同一であると考えられる。可能な場合 としては次の2つ が考え

られる。

a)潜 在的なV1の 主語項が、 V2の 主語項の名 詞句を指示 す る。

b)V1の 非主 語項の うち主 題(theme)の 意味 役割 を持 つものが顕在せず、それが

V2の主語項の名詞句を指示する。26}

 上記a),b)の 可能性のどれを取 り得るかによって、判断動詞を含む複合動詞は、

 .,



次 の3つ に 分 か れ る 。

ア.V2と し てkaun:-, txin.一, thai'-, a'-, lau'一 を 持 つ 複 合 動 詞 で は 、 上 記a),

b)の ど ち らも 可 能 で あ る 。 これ らの動 詞 の共 通点 は、 単 独 の用 法 で主 語 項 と して 有

生 ・無 生 どち らの 名 詞 句 をも 取 る こ とが で き る とい う点 で あ る 。

(90)a. min:    di=sa_ou'-kou_ pha'-txin."te_II

  あ な た   こ の 本  OBJ 読 む 適 当だVSM

b. min:―ha _  di―-sa_ou'―kou―  pha'-txin.^te-―1

あ な た は こ の 本 を 読 む べ き だ 。

c。 di ―-sa一 〇u'-ha_  min:^ka●  pha'-txin.^te_目

d。 di ―-sa―ou'-ha_          pha°-txin.^te― 翻

こ の 本 は あ な た が 読 む べ き だ 。

イ。V2と してlwe_一 を持つ複合動詞でも、上記a),b)と も に可能 であ る。 しカ・し、

上 のkaun:― な どの場合 とやや異な る点がある。 b)の 場合 、 V1の 非主語項 のみな らず

V1の 主語項 も文 中に現れ てはな らな い。27)ま たa)の 場合 には、 V1は 被動者 ・主題

の非主語項 を取 ってはな らず、かつ意志的な活動 を表す動 詞であ っては な らない。

まとめる と、lwe ―一 の主語項は事象に対す るコン トロール の度合の低 い名詞句 でな

ければな らず 、 また、主語項 よ りコン トロールの度合 の高 い名詞句が文 中に現れて

はいけない とい うことになる。 これは、1we ー一が単独 の用法にお いて無生名詞 の主

語 項のみを要 求す ることとおそ らく関連が あるのであろ う。

(91)a。 *min:     di_-ganan:twe'se'-kou_  txoun:―1we―^te_1

   あなた  この 計算機   OBJ 使 う 易 しいVSM

b. *min:-ha _  di_―g311紵I:俍89  9se ―kou_  txoun:-iwe―^teー 闘

c. *di _―ganan:twe'se'-ha―  min:^ka.   txoun:-lwe ^te_il

d.  di _-ganan:twe'se'-ha-           txoun:-lwe―^te-ll

こ の 計 算 機 は 使 い や す い 。

(92)txu_-ha_sei'sou:-lwe_^te」 彼 は 怒 リっぽ い。

  彼SUBJ心 悪 い 易 し いVSM

(93)txu―-ha_ ㎎ou―-lwe_^te」 ― 彼 は泣 き虫 だ 。

       泣 く

(94) *txu_-ha_  khoun_-lwe―^te― 隠

        跳 ぶ

ウ.V2と してta'―, a:―, wun.-, ye:-を 持つ複合動詞 では、上 記b)の みが可能 であ

る。 これ らの動詞 の共通点 は、単独用法では有生名詞 のみ を主語項 として取 るとい

う点であ る。複合動詞 の場合 にも、 これ らの動詞は有生 の名詞句 を主 語項 に取 るV1

と結び付 く。
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(95)a. txu_  bama_zaga: pyo: ^ ta'  - te_II

    彼 ビ ル マ 語 話 す 能力 が あ るVSM

b. txu ―-ha_  bama_zaga: pyo:^ta,-te-1―

彼 は ビ ル マ 語 を 話 す こ と が で き る 。

c. *bama 一zaga:-ha_ txu_^ka.  pyo:^ta'-te_1―

d. *bama -zaga:-ha_           pyo:^ta'-te― 目

 いずれ の場合 も、V1の 支配 領域vp1は 、 V2に よって支配 されて いると考え られる。

さ きにタイプcのV1―pi:一 およびV1-kaun:― について見 た とき、 V1がV2と 同 じ動詞

述 部 に合 まれ るゆえに、その支配領域vp1はpi:一 およびkaun:― の補 語でな いとした。

同 じ論点 に立つ と、 この種 の複合動詞においても�lはV2の 補語 とな り得な いこと

にな る。 しか し、 この種 の複合動詞 と同義 である関係 明示形 式が、従属節標識 では

な く特殊補語名 詞aphou.を 用 いるという点、 また、 vp1の 表す事象が独立に生起す

るものでな く、V2の 表 す判断 の観点 としてのみ用 いられ て いる という点 な どから、

や は りこの場合vp1は 補 語と してV2に 支配 されるとみた い。 V1とV2が 同一動詞述部

に含 まれ るの は、判 断動 詞V2と 、その判断基準 を表す補語 となる動 詞句の主動詞V1

の間に形態的な融合 が起 こったか らだ と考え ることがで きる。

以上をまとめると、これらの複合動詞の項支配特徴は次の通 りである。

 i)v1の 支配する項のうちどれか1項 が顕在せず、これはv2の主語項の名詞句

 を指示 す る。

ii)v1の 支配領域vp1はv2に よって支配 され る。

 次 に、② の、使役 の複合動詞の場合 を見る。動詞㎞ain:一 は単独 の用法 において、

-0名 詞 句を主語 項 と して、-kou名 詞句 を受領者の非 主語項 と して、そ して要求の

法 を取 る引用文 ・動詞 と特殊補語名詞aphou.に よる複合名詞 ・前接辞a―によって動

詞か ら派生 した名詞の いずれか を、命令内容の非主語項 と して取 る。

(96)a.cano_ nyi-ma.^kou_sa ou'pha'―lou.㎞ain:^te―1

    私 妹REC本 読む ㎝ 命 じるVSM

私 は妹 に本 を読 め と命 令 した 。

b. cano 一  ny i_ma.^koU―  sa-ou'  pha'-phou.  kha in:▲te_1.

                 … す る た め

私 は妹 に 本 を読 む よ う命 令 した 。

c. cano ―  nyi_ma.^kou_  sa ou'  apha'  khain:^te_ll

               読むこと

私は妹に本を読むことを命令した。

 複合動詞としては、khain:― の主語項とV1の非主語項は文中に現れるが、 V1の主

語項は決 して顕在 しない。そ してこれは、必ずV2の 受領者を表す非主語項の名詞句

 ..



と論理的に同一でなければならない。①の場合と同 じように、V1の 支配領域vp1は

項 としてV2に 支配されている。つまり、この種の複合動詞は、使役動詞が使役内容

を表す動詞句の主動詞 と融合 してできたものである。

以上をまとめると、次のようになる。

 i)v1の 主語項が顕在せず、これはv2の受領者を表す非主語項の名詞句を指示

 する。

ii)v1の 支配領域vp1はv2に よ って支配 される。

4.2.3. 一般 的制約か ら見た複合動詞の項支配特徴

 以上で見てきたように、複合動詞のタイプeと タイプfは 、その性質においてま

ったく異なっている。タイプeは いわば動詞連続のタイプaが1語 彙 として定着し

たものであり、形式的特徴を除けばおおむねタイプaに 準ずるものである。一方タ

イプfは 、ある動詞がその補語となる動詞句の主動詞と融合 してできたものである。

ここではタイプfの 項支配特徴をまとめ、それを動詞句および動詞述部一般に対す

る制約の観点か らとらえなおす。

*V1の 支配領域vp1は 、 V2に 支配 される。

 これ につ いては先に述べ た通 りである。① では判断の基準 を表すvp1が 、② では

使役の 内容 を表 すvp1が 、それぞれV2に 支配 される補語 となる。

*vp1の 中の項 の うち、 どれか1つ は顕在 しない。

*顕 在 しな い項 はV2の どれかの項の名詞句 を指示す る。

 ①ではvplの 主語項、または被動者ないしは主題 を表す非主語項が顕在せず、こ

れがV2の 主語項 を指示する。②ではvp1の 主語項が顕在せず、これがV2の 受領者を

表す非主語項を指示する。これらの条件が、V1とV2の 融合を引き起 こす原因となる

と考えられる。ついでながら、この同じ条件が、同義の関係明示形式における特殊

補語名詞aphou.の 使用を決定する原因であると考えられる。動詞とaphou.の 複合に

よってできた複合名詞の性質については、ここでのパラフレーズ形式以外の例も含

めて、今後の研究の課題としたい。

*vp1は 独 自の主話 項を取 ってよいム

 動詞連続の と ころで、1動 詞述部1主 語項 が動詞 句一般 の原則で ある と した。 と

ころが 、①の うちV2がkaun:―, txin.―, thai'一, a'―,1au'― な どで ある ものは、 こ

の原則 に反す る場合 があるよ うに見える。

しか しもし、V1が補語としてV2に支配 される動詞句の主動詞であ り、 V1の項の1
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つがV2の 主語項 を指示す ると いう条件 によ ってV1とV2の 融合が起 こるとすれ ば、言

い替 えれば、 これ らの複合動詞 の項支配枠 がも とも とのbiclausalな 性格 を保持 し

て いる とすれば、VlがV2と は別個の主語項 を取 っても差 し支えな いことにな る。 ま

た逆 にこの事実 が、vp1がV2の 補語である という分析の しかた に支持 を与え るもの

であ る とも言え る。

5.意 味的性質と形式的特徴 との関連

 それぞれの動詞配列の持つ形式的特徴のうちのいくつかは、明らかに意味的性質

を反映 していると考えられる。そこで最後に、このような意味的性質と形式的特徴

の関連 の例を2つ だけ観察する。1つ は動詞連続の分類の基準となったパラフレー

ズ可能性の差異についてであ り、もう1つ は複合動詞タイプfの 一部に例外的に見

られる補語修飾素の介在可能性の現象についてである。

5.1.動 詞連続 のパ ラフ レーズ可能性 の差異

 2.2.1.で 、動 詞連 続 を関係明示形式へのパ ラフ レーズ可能性 の点 か ら4つ に分類

した。 このうち、 タイプa、 すなわち、従属節標識-pi:/-lou.両 方によるパラフレ

ー ズが可能 なものが、最 も基 本的な形 である と考 えた。

 動詞連続における意味のバラエティーは、要素の並置という位置的な情報の申に、

どのような意味 を読み取 り得るかという可能性によって決定される。その最も基本

的なものは、タイプaに 見られる事象の継起である。動詞要素の前後関係がそのま

ま事象生起の前後関係を反映するという解釈は、ごく自然なものと言えよう。動詞

連続の持つ意味のうちには、このような継起の意味からの派生 と考えられるものも

多 く、タイプbの ①②以外の動詞連続は、継起の意味を持つもの(タ イプbの ③④

および タイプc)か 、あるいは継起の意味を持つ連続から、一方の要素の意味の抽

象化をへてできたもの(タ イプd)で あると考えられる。

 では、分類の基準 となったパラフレーズ可能性の違 いは、何によるものであろう

か。これは、継起をなす事象に見られる特定の性質や、事象間の前後関係のタイプ

な どの違いを反映 していると思われる。

 前述 したように、従属節標識―pi:は動詞 「終わる」に由来するものであ り、それ

ゆえに、-pi:に よって接続される2つ の動詞述部の間には特 に因果関係はなく、相

互に切 り離されたもののように認識される。これに対 して、―lou.に よって接続 さ

れる2つ の動詞述部の間には、何 らかの因果関係が存在 し、相互につながりを持っ

たものとして認識 される。タイプaに おいてはこれらのパラフレーズのどちらも可

能であるが、2つ の関係明示形式が動詞述部間のつながりの度合の違いを明示する
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のに対 し、動詞連続の形式はつながりの度合について特に指定 しない無標の形式で

あると考えることができよう。

 タイプcの 動 詞連続が―pi:に よるパラフ レーズ形 式を持 たな いのは、 これ らの連

続 を形成 する2つ の動詞の表す事象が、完全 に切 り離 して考え るこ とので きな いも

のだか らである と考え る。V1―nei_一 にお いてはnei―一 がV1に よって表 され る事象の

未完結 または事象の結果の残存 を表すがゆえに、V1-pi:-, V1-kaun:一, V1-ya.一 に

お いてはそれぞれのV2がV1の 意味 内容 を参照 するがゆえに、2つ の動詞 要素 を完全

に切 り離 して とらえ る―pi:に よるパ ラフ レーズが不 可能な のである。

 タイプbの ③④については、なぜ一lou。によるパラフV一 ズができないのか、そ

の具体的な理由はわからない。局所的な場所表現において格標識のみならず場所名

詞の使用が義務的なことや、事象の空間的位置づけを表す動詞および動詞修飾素の

存在などから、ビルマ語は空間的表示という点に関してかな り 「敏感な」言語であ

ると言ってよいと思う。それゆえ、 『行く/来 る」といった最も基本的な移動事象

に対して、特別な取 り扱いをする意識があるということは考えられる。あるいはこ

のような意識の存在が、2つ の事象の分離よりはむしろつなが りを表す一lou.に よ

るパラフレーズの使用を妨げているのではないかと推察す る。

 タイプdに お いて、 どち らのパ ラフレーズ形式をも取 らな いの は、V2の 意味が抽

象化 し、もはや独立の事象 を表 さな いか らである。 いわば動詞の助辞化 が進行 しつ

つあるのであ る。V2は 、否定辞 の前接 と初頭音が有声化 しな いこ とで、辛 う じて形

式的に動詞 としての地位 を保 っていると言えよう。28》

 タイプbの ①②では、パラフレーズに用いられる―pi:は別の機能を持つ。このタ

イプにおいて、v1に タイプdのv2と 同 じような意味の抽象化が起こり、-pi:は ここ

では、現在では主語項を持たない動詞句が一種の様態補語 として用いられることを

表す標識として機能する。ちょうど動詞句以外の様態副詞表現のうちあるものが付

加的に格標識一ne.を取るのと似ている。タイプbの ①②とタイプdの 間の違いは、

様態副詞表現と動詞修飾素の間の違いと並行的に把えることができよう。なお、タ

イプbの ②もすでに副詞的表現に近くなっていると考えられるが、こちらの場合に

は、V1は まだV2と 共通の主語項を取ると考えられ、それゆえ完全な副詞的表現とは

なっていない。

5。2.複 合動詞タイプfに おける補語修飾素の介在可能性

2.2.1.で 見 た よ う に 、複 合 動 詞 タ イプf① の うちV2がa:一,㎜.一, ye:―, lwe.一

の 場 合 に は、V1とV2の 間 に補 語修 飾 奈 が 割 っ て入 るV1―CMD V2― の 形 式 が 可 能 であ る。

(97)a.twei.^to.  a:^te_―1  会 う 暇 はあ る。

会う CMD暇 があるVSM
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b. txwa:^to.    ㎜.^te― 開

 行 く  勇 気 があ る

c. pha'-to.  lwe _"te_II

 読 む   易 し い

(98)a. *sa:^to.  kaun:^te_1―

  食 べ る   良 い

  b. *nei-^to.     lau,-te_―1

  住 む  十 分 であ る

c。 *pyo:^to.    ta,-te ―Il

  話す  能力がある

          Ad. *ye i:"to.  kha in: te_  29'

  書 く   命 じる

行 く勇気 はあ る。

読 みやす くはあ る。

 この違 いの原 因 は、vp1の 表す内容に対す る依存度 の違 いに求める ことができよ

う。 タイプfの うちV1-CMD V2一の形式を取 り得 るV2は 、時 間的余裕(a:一)・ 勇敢 さ

(wun.一/ye:一)・ 容易 さ(lwe―一)な ど、どれも単独 でかな り明確 な、比較 的にせ よ客

観 的な判 断 を示 し、 しかも判断 の観点を変え ても判断 の結 果そのものにあ まり変化

を生 じな いもの である。 これ に対 して、賢明 さ(kaun:一)・ 当為(txin.一/thai'-/a㌧)

はかな り漠 然 と した、主観的 な判断を示すも のであ り、 しかも判断 の観 点の選択 に

よ ってその結果 もかな り変 わって来るという点 で、判断 の観点 に対す る意味 的依存

度が高 いもので ある。程度(lau'一)・ 能力(ta㌧)な ども判 断の観点へ の意味 的依存

度 は高 い。 また 使役を表す㎞ain:一 は、使役 内容 がはっき りしなけれ ば意味 をなさ

な い。以上 の ようなvp1の 表す内容への依存度 の達 いが 、補語修飾素 の介入 の可能

性 に反映 して いるもの と考え られる。

おわりに

 本稿では動詞配列をまず2つ の形式的基準に基づいて動詞連続と複合動詞の2つ

に分類 し、さらに、これもまた形式的特徴の一つとして数えられるパラフレーズ可

能性から、それぞれをより細かく分類 し、それぞれの意味的性質と項支配特徴につ

いて見てきた。本稿で分析した動詞配列の各タイプに対 して名称を与えるとすれば、

以下のようになろう。

◇動詞連続

a e継 起的動詞連続

b①=副 詞的動詞を含む連続(事 象生起の時間的相の表示に関するもの)

②=副 詞的動詞を合む連続(程 度の表示に関するもの)
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③=継 起的動詞連続(移 動を合むもの)

④ﾘ継 起的動詞連続(事 象生起の空間的位置づけに関するもの)

c �p 起的動詞連続(2つ の事象を完全に切り放 しては考えられないもの)

d①=補 助動詞 を含む連続(事 象生起に対する動作主体の意図を表すもの)

 ②=補 助動詞 を含む連続(時 間的相の表示に関するもの)

◇複合動詞

e①=同 義 ・類義複合動詞

②=継 起複合動詞

f①ﾘ判 断複合動詞

②=使 役複合動詞

本稿では主 として項支配特徴に着 目して、動詞配列の分析を行った。動詞配列に

関 しては、副詞 的動詞や補助動詞に起 こった意味の抽 象化や 、副詞 的動 詞 と副 詞表

現の関係 、ある いは補助動詞 と動詞修飾素の関係な ど、興味深 い問題 が残 って いる。

-pi:/-lou .あ る いはaphou。 を含む構造 のうち動詞配 列にで きないものにつ いての研

究 も必要 である。 また、3つ 以上の要素 を含む動詞配 列にお いて、可能 な要素 の数

や、ここで掲 げた タイプの どのような組合せが可能 であるか につ いても記述 がなさ

れなければな らな い。 これ らにつ いても、いずれ考 えてみた い。

補 注

1.ビ ル マ語 の文の タイプには動詞文の他 に名詞文(Noun Sentence)ま たは等位文

(Equational Sentence)が ある。 これは、2つ の名詞 句の並列か らなる。 前の名 詞

句は格標識 と して一〇/-ka.を 伴 い、後ろの名詞句 には文標 識が後続す る ことがある。

NP1(-CM)(-CMD)   NP2(-SMD)

txu_-ha _ txaj i:^p瓷I彼 は 村 長 で す 。

彼 TM 村 長 〈丁 寧 〉

hou_-lu be"txu-le:II あ の 人 は誰 か?

あ の 人 どの 彼 〈疑 問 〉

2.口 語 ビル マ語の法標識 には、文標識 ・名詞修飾節標識 ・名詞節標識 の3種 類 が

あ る。さ らに、前者2つ に関 しては弱化形式が存在 す る。法標識 にどのよ うな形 式

があるかにっ いては注11.を 参照の こと。また、格標識 の職能 、特 に名 詞節標識

-ta
_/-hma_の 用法 の詳細 につ いては、澤田(1989)を 参 照 された い。

3.格 標識 一〇を持 つ項 の中には、-oが-kou と交替 し得 るものもある。格標識

一kou_を 取る項 の担 う意 味役割には、被動者(ﾘtient)・ 主題(theme)・ 目槻 点
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(goa1)・ 受領者(recipient)な ど、さまざまな ものがあるが、 この うち通常一〇との

交替 が可能な のはは じめの2つ である。ただ し、 これ らの意味役割 を持つ-kou_名

詞句 が常 に一〇と交替 可能なのではなく、交替の可能性 は、名詞の有生性(animacy)

・事象 に対 す るコ ン トロールの度合(the degree of controi)な ど、様 々な要因に

よって決定 され る と考 え られる。なお、ここで の 「主題 」 とは、談 話分析的な意 味

で のそれではな く、 「動詞によって状態な いしは位置(10cation)の 変化 を被るもの

と して指定 され ている物 体、 また は動詞がその位置 を指定 す る物体 の持 つ役割

(Marantz(1984),P.32)」 の意味で用 いる。

 なお、主語 項の-0と 交替 し得 る2つ の標識 一ka./-ha_に つ いては、それ らの分布

が談話 的な要 因 によって決定 され るということのみを記す に とどめ る。

4.広 義 の補 語(complement)は 、名詞的補語 の他 に、副詞 的表現 や名詞節 ・従属節

をも合 む。名 詞的補語 と同様、名詞節 にも項 とそ うで ない付 加的補語 の区別がある。

項が動詞述部 に よって支配 され るというのは確かであ ると思 うが、その他 の補語が

文 中で どのよ うな位置 づけを与え られるかにつ いて ははっき りしない。特 に従属節

の 中には、後 に と りあげる一pi:/-lou.に よって導かれ るも ののように、 その表す内

容か らみて主文 と対等 である と考 え られ るものがあ り、これ らが動詞述部 に支配 さ

れ るといってよ いか ど うかにつ いては、さらに検 討が必要 である。

5.大 野(1983)で は 、 「2音 節語の動詞の中には、否定辞ma一 を両音節共 に付 ける

場 合も ある。 その際 、末尾 には一phu:は 付かず、状態 を表す動詞phyi㌧ につな ぐ。」

との記述が ある(p.74)。 例文 としては次のようなものが挙 げ られている。

ma.-hyin:¶a―1in:phyi'-te」 曖 昧 だ 。 (hyin:1in:一 明 らか だ)

聡 一cei」 侃a-na'phyi'-te」 繭 え られ な い。(cei』a'一 満 足 す る)

 しか し、この形 は 、動詞phyi'一 を介 している ことや、否定 の法標識一phu:が 現れ

な いことか ら、形 式的 にそれぞれhyin:Iin:^te― やcei』a'-te_に 直接対応す る否定

形 であ るとは考 え られな い。む しろこれは、 以下 の例 と同 じように、動詞 また は動

詞句 か ら派生 した副 詞が動詞phyi'一 と結び付 いてできた表 現の一種 として考 え るべ

きであ ろう。

txu.-mye'hna^ka. kha'-te de phy i'-te _ll彼 の 顔 はや や 硬 ば って い る。

(㎞a'「 や や 」+te-「 硬 い 」の 重複 に よ る副 詞 の形 成)   (大 野:152)

ou:nin:㎞we'nin:phy i'-te」 し どろ も どろ に な る 。 (大 野:159)

(ou:「 鍋 」 十nin:一 「踏 む 」―+㎞we'「 鉢 」+nin:一 に よ る副 詞 の 形成)

6.否 定辞 の位置 にも若千の ゆれがある。Okel1(1969)に よる と、ここでのa.の

形 式 を取 るものがb.の 形式 で現 れる場合もある ということである。(た だ しそれ

が、同一話者 の発話内 に現れ る変異なのか、それ とも話者 による違 いなのか は、 は

っきりと しな い。)し か し、b.の 形式 を取 るものは、決 してa.の 形式では現れ
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な い。ゆえに、変異 を考慮 に入れても、この基準は有効で ある。

7.補 語修飾素 という命名の ゆえんは、これが名詞 的補 語のみな らず副詞表現 や従

属節 など、広義 の補語一般につ くことによる。

8.比 較的教育程 度の高 いビルマ人は、V1-kaun:一/V1.ya.一 の形式 を標準的 な ビル

マ語 と しては正 しくな い形式である と思 う傾 向にあるよ うであ る。 しか しこの形式

は、小説な どの テ キス ト中に頻繁に現れる。

9。 ビルマ語の 音韻体系の中で、音節末の声門閉鎖音 は第4声 調 を特徴 付 けるもの

で あると考え られ る。それゆえ、有声化の環境 を述べた この文 の後半 は、 「先行す

る音節が第4声 調以外の声調 を取る」としても同 じ事 である。

10.口 語 ビルマ 語の法標識

 要求

肯定 否定

         現 実 的(a)

VSM   -0   -ne.  -te

ACM ‐   ‐   -te.

NCM   ‐    ‐    -ta _/-tha_

(b)
-ye .

肯定

(c)

-yo:

非要求

        (否定)

即時的 非現実 的

一pi
_   -me_    (一phu:)

―      -me .     一

一hma

 非要求 ・肯定 ・現実 的の3つ の形式(a),(b),(c)は 、それぞれ異な る話法 上のニ

ュ ァンス を表す 。 もっ とも中立的なものが(a)で ある。

 ただ し、動詞 によっては名詞節標識ではな く文標識 を伴 った補文 を要求す るもの

もあ り、 また、名詞節標識が文末 に現れる形式 もあるため、2つ の区別 は必 ず しも

は っき りしたも のではない。Oke l lはverb sentence markerの-taJ-㎞a_とspec-

ial head nounの 一ta-/一㎞a_の2種 類を区別 して取 り扱って いる。今の ところ筆者

は、文末 に―ta_/-hma.の 現れ る文は、統語的 あるいは意味 的な何 らかの要請 のため

に名詞節 が単独 で用 いられた用法ではないか と考えている。 しか しこれ に関 しては

まだ検討 の余地 があ る。

 なお、動詞が 否定前接辞ma― を伴 う場合、名詞節 においては一te,-me_に よって

法 の区別が表 されるが、文末では単一の形式一phu:が 用 い られ る。文末 にお いて、

法 の対立が 中和 して いると考 えるこ とができよう。

11.さ きに述べ たよ うに、連 続V1-kaun:-/V1-ya.一 は標準的 な用法 とは見な されな

い。 また、V1-pi:一 の否定形 式V1-ma-pi:一 もあま り標準的 ではない。 こ こでのpi:.

が動詞で あ り、 従属節 標識の一pi:とは別の語 彙であ ることは言 うまでもな い。

12.a-を 伴 う名 詞 には、本来的なものと、動 詞から派生 したもの との2種 類がある。

他 の要素 との複合 の際 に前接 辞aLが 脱落するのは、 a-を 伴 う名詞 のほ とん どすべて

に見 られ る現象 であ る。

13.txei'一 は主 動詞 と しての 「密な、つ まった」との意味上 の関連性 が薄 いこと、
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また口語でしか用いられないことから、動詞起源でないものかも知れない。しか し、

従属節標識一pi:を伴って現れるという形式的特徴があるため、たとえこれが他の副

詞的動詞からの類推によつてできた形式であったとしても、共時的観点からこれを

動詞類 として分類することには根拠があると思われる。

14.こ こで 「継起」という時には、1つ の事象がもう1つ の事象に対 して厳密に先

行関係にある場合のみならず、一方が他方の起こっている時間内に起こる場合や、

同時に開始 し同時に終了する場合をも含んだ、より広 い意味に取る。2つ の事象の

時間的関係が実際にどのようなものであるかは、文脈によって決まる。

15.V-ya.一 には事象に対して動作主体の側からの選択の余地がないことを表す用

法がある。この場合のya.一は動詞修飾素である。

 sa:-ya.-te_II

食 べ るVMD VSM

sa:-ya.-me_{{

食べざ るを得なかった。;食 べ るこ とができた。

(動 作主 体に とって 「食 べること」以 外の選 択が無 く、それゆ

え 「食 べる」という事象が生起 した という事実を表す。)

食 べなければな らないだろう。;食 べて よいだ ろう。

(動 作主体に とって 「食 べること」以 外の選 択が無 く、それゆ

え 「食 べる」という事 象の生起が不 可避であ るという想定 を

表す。)

16.Fillmoreのcase frame、 Dikのprﾘicat�rameな どに 当たる ようなものであ

る。 また、GB理 論 にお ける θ理論 も、この ような語彙的 要求 を理論 内の原理 と し

て取 り入れた ものである。

 ただ、 ビルマ語 のよ うに、旧情報 を表す文 の要素(特 に名詞句)を 照応表現 で受

けず、文中か ら削 除するのが普通 であるような言語 にお いては、何 が動 詞の要求す

る項か を厳 密 に規定 する ことは難 しい。動詞 の表す事象 に照 らして、意 味的な観点

か ら決定する よ りほかな いであろう。

17. Maxantz(1984),p.31.

18.cun:galei:は 文字通 りには 「小島」(cun:「 島」+㎞alei:〈 指小辞〉)で あ

るが、 ここではCULI:ga lei:―ngayou'(唐 辛子 の種類 名)の 略 である。(㎎ayou'は

「唐辛子 」の意。)

19.そ れ 自体 が非主語項 を取 るpya.一 や、 asa:/atwe'を 伴 う付加的補語 との呼応 関

係 に立つpei:一 にっ いては、 このことは少 し奇妙 に思われ るか も しれな い。 しか し、

タイプaのV2と して用 いられ る場合に、 pya.一 が具体 的な もの(先 行す る文脈 に現

れ る)の 提 示 を表 し、pei:一 が具体的なものの授与 を表す のに対 し、タイプdのV2

として用 いられ る場合 には、pya.― はV1に よ って表 される行 為の提示 を、 pe i:一 は

行 為そ のもの を受益者 に及ぼす ことを、それぞれ表 すので ある。後者が動詞配 列の

形 式で しか表せ ないのだか ら、これ らの意味 の遠 いが何 らかの項支配特徴の違 いに
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よ ると考 え るこ とは、あながち奇妙な ことではあるまい。

20.こ こでpei:一 が受益者 を表す項 を要求する と考えな いのは、特殊補 語名詞の

atwe'/asa:だ けでも受益者 の意味役割は表示 されるか らで ある。

txami:―atwe'moun. we _-pei;^te」 娘 に 菓 子 を 買 っ てや っ た 。

娘 … の た め に 菓 子 買 う〈授 益>VSM

tXami:-atWe'moon. we"te」    (同 上)

       moon. we_-pe i:^te」 ― (誰 か に)菓 子 を買 っ て や った 。

同 じことは、 タ イプbのpou_-V2― やtxa―-V2一についても言 える。

21.気 候 や 自然状況 な どを表 す動詞、例 えば、ei:一 「涼 しい」(「 冷た い」の意 味

で は主語 項 を取 る),chan:-f寒 い」,nwe i:-「 暖 か い」(気 候以外 のものにっ い

て は主 語項 を取 る),pu _― 「暑い」 (「熱 い」の意味では主語項 を取 る),lin:一

「明るい』 ,㎞aun_― 「暗 い」など。

22。 被動者 を表す2つ の名詞 句が格標識一〇を取 る場 合にも同 じ様な ことが生 じる。

また、異なる意味役割 を持つ2つ の一kou―項(例 えば被動 者 と受領者)の 共起 もで

き る限 り回避 され る傾 向にあ り、 この場合 には談話 的条件 によって一方 が省略 され

る。何 らかの形 態的 な制限が作用 している と考 えるべきかも しれな い。

23.動 詞 に後続 す るkaun:-に は他に 「…かも しれない」 という可能性の意 味がある

が、 これはaphon.を 用いた パラフレーズがで きない。 これ は動詞修飾素 である とみ

なすべ きであ ろ う。

24.当 為の意 味 を表す動詞 として は他にtan -一 があるが、使用例が 少数 しか見 いだ

されなか った の と、 ごく限 られた言 い回 しで しか用 いられな いようである ことか ら、

ここには入れて いない。

25.ta㌧ には他 に 「…するのがつねであるJと いう習性 ・習慣の意味が あ るが、 こ

れもaphon.を 用 いたパラフL一 ズは不可能 であるため、動 詞修飾素 とみるのが妥 当

である。

26.「 主題 」 という意味役割 が何 を指す かにつ いては、注3.を 参照の こ と。

27.こ れ は省 略 が起 こったた めというよ り、主語項 の指示物 が恣意的で ある と解釈

される場合 に主語項 を表 さないのが通常 であるため と考 え る。

28.ma-V1-V2-etc.の 形式 が可能な方言(な いしは個人語)で は、 これ らの連続 の

V2は す でに動 詞 でなく動詞修飾素の一種 であると見 なされ て いるかも知れ ない。

29.V1―CMD V1-V2一 の形式 は これ らの どの場合 にも可能 であ る。

twei. to.

txwa: to.

pha'-to.

sa:to.

troe i.-a:"te_{{

txwa:-wun.^te _――

pha'-1we-^te」

sa:^kaun:^te_1―

会う暇 はある。

行 く勇気はある0

読みやす くはある。

食べたほうが よくはある。

一107一



nei _^to. nei―-1au'―te」   住 む の に十 分 で は あ る。

pyo:^to. pyo:^ta'-te」   話 す こ と は話 せ る 。

yei:^to. yei:-khain:^te」  書 か せ は した。

また、aphou.を 用 いたパ ラフ レーズ形 式では、一律 にaphou.の 後 ろに補語修 飾素 を

接 続す るこ とが可能 である。

twe i.^phou●^to.

txwa:^phou。^to.

pha'―phou.^to.

sa:^phon.^to.

ne i _^phou.^to.

pyo:^phou.^to●

yei:^phou.^to.

twei.―a:^te_闘

txwa:-wun.^te _I

pha,―lwe_^te_腫

sa:^kam:^te」

nei _-lau'-te_ll

pyo:^ta,-te― 闘

yei:―khain:^te―1

会 う暇 はあ る。

行 く勇気はあ る。

読みやす くはある。

食べたほ うが よ くはある。

住むの に十分 ではある。

話す ことは話せ る。

書かせは した。

表記

 音 素 表 記 はお お む ね 藪(1979)に な ら った 。 ただ し、 七-をtx一 に 、 d一をdx一 に 、0― を

ng― に 、�¥ をny― に 、 §一をhy― に 、 それ ぞ れ改 め た 。

声調表記は次のようになっている。

第1声

第2声

第3声

第4声

軽声

V22

V442

V41

V?44(単 母音)V?41(二 重母音)

固 有の調値 を持たな い。母音 は常 にaで ある。

a

a:

a.

,a

a

 なお、語境 界(word boundary)と 一致す るclose junctureの 後で有声化が起 こっ

た場合 、その境 界 を^で 表 し、有声化の起 こらな い境界 を表す一 と区別 した。

略号

 本稿の例文逐語訳に用いられた略号を以下に示す。

ACM

CHD

COM

DIM

GOAL

INST

名詞修飾節標識

補語修飾素

随伴者の補語を表す格標識

指小辞

目標点の項を表す格標識

道具の補語を表す格標識

PL

PH

QM

QNT

REC

SC凱

名詞の複数表示の助辞

所有標識

引用標識

数量詞

受領者の項を表す格標識

従属節標識
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LOC

NCK

NEG

OBJ

場所の補語を表す格標識

名詞節標識

否定辞

動作の対象の項を表す格標識

SRC

SUBJ

V皿D

VSH

起源の項を表す格標識

主語項を表す格標識

動詞修飾素

動詞文標識
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